
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
た
町

北
海
道
中
央
部
に
日
本
で
一
番
広
い
国
立
公

園「
大
雪
山
国
立
公
園
」が
あ
る
。
そ
の
東
山
麓

に
位
置
し
、
森
林
が
約
７
割
を
占
め
る
豊
か
な

自
然
を
誇
る
の
が
上
士
幌
町
で
あ
る
。

ニ
ペ
ソ
ツ
山
を
は
じ
め
と
す
る
山
々
、
温
泉
、

ス
キ
ー
場
、
ゴ
ル
フ
場
、
牧
場
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
特
に
観
光
客

に
人
気
が
あ
る
の
は
、
タ
ウ
シ
ュベ
ツ
川
橋
梁
を

は
じ
め
と
し
た
旧
国
鉄
士し

ほ
ろ
せ
ん

幌
線
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ア
ー
チ
橋
梁
群
だ
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
ア
ー

チ
橋
が
古
代
ロ
ー
マ
時
代
の
水
道
橋
を
彷ほ

う
ふ
つ彿

と

さ
せ
る
。

「
ひ
が
し
大
雪
ア
ー
チ
橋
友
の
会
」

旧
国
鉄
士
幌
線
の
線
路
は
昭
和
初
期
か
ら

中
期
に
か
け
て
造
ら
れ
た
。
昭
和
62
年
の
廃
線

以
来
放
置
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
９
年
、
つ
い

に
解
体
の
危
機
に
。
そ
こ
で
保
存
に
乗
り
出
し

た
の
が
上
士
幌
町
民
を
中
心
と
し
た
現
在
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人「
ひ
が
し
大
雪
ア
ー
チ
橋
友
の
会
」（
以

下
、「
友
の
会
」）で
あ
る
。
友
の
会
は
ア
ー
チ
橋

の
素
晴
ら
し
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
現

地
見
学
会
や
保
存
を
要
望
す
る
署
名
運
動
な
ど
、

地
道
な
活
動
を
行
い
、
34
の
ア
ー
チ
橋
梁
群
と

線
路
跡
の
保
存
を
実
現
さ
せ
た
。現
在
は「
上
士

幌
町
鉄
道
資
料
館
」の
運
営
も
行
う
。ア
ー
チ
橋

梁
群
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
友
の
会
。
会
報
誌「
め

が
ね
橋
だ
よ
り
」の
発
行
や
、
旧
士
幌
線
ス
ケ
ッ

チ
コ
ン
テ
ス
ト
、
ア
ー
チ
橋
遠
足
な
ど
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
ア
ー
チ
橋
の
魅
力
を
発
信
し
続
け
て

い
る
。会

員
の
募
集
を
随
時
行
っ
て
い
て
、
会
員
同

士
で
、
活
用
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
た
り
、

保
存
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
り
と
精
力
的
に

活
動
し
て
い
る
。
平
成
24
年
度
に
は「
手
づ
く
り

郷ふ
る
さ
と土
賞（
一
般
部
門
）」を
受
賞
。ア
ー
チ
橋
梁
群

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

今
、特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が「
第
三
音お

と
ふ
け更

川
橋
梁
の
保
全
」と「
鉄
路
再
生
事
業
」。

第
三
音
更
川
橋
梁
は
桜
、
紅
葉
の
名
所

「
泉せ

ん
す
い
き
ょ
う

翠
峡
」と
い
う
景
勝
地
に
架
か
り
、
周
囲

の
景
観
と
調
和
し
て
静
か
な
た
た
ず
ま
い
を
見

北海道河
か

東
と う

郡
ぐ ん

上
か み

士
し

幌
ほ ろ

町
ちょう
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北海道河東郡
上士幌町

❻タウシュベツ川橋梁
「めがね橋」の愛称で親しまれている。糠平湖（ぬかびらこ）の中に立ち、雪解けの水が流れ込む６月頃から、
少しずつ水の中に姿を消していく。建設から70年以上が経過し、近年急激に劣化が進んでいる。

観
光
資
源
を
よ
み
が
え
ら
せ
、
ゆ
っ
た
り
過
ご
す
場
を
提
供
す
る
。

人
を
呼
び
、
交
流
し
、
ま
た
訪
れ
る
。

住
民
と
町
が
手
を
取
り
合
っ
て
誰
か
の
第
二
の
故
郷
を
目
指
す
。

「
こ
の
ま
ち
が
好
き
だ
か
ら 

み
ん
な
で
創
ろ
う 

元
気
ま
ち
上
士
幌
」

第20回



至
上
士
幌
・
帯
広

至芽登

至
十
勝
三
股
・
層
雲
峡

糠 平 湖糠平ダム

元小屋ダム

ぬかびら源泉郷

北海道自然歩道
東大雪の道

五の沢都市間バス停

泉翠峡

遊歩道

❷第二音更川陸橋
　  （1936年 長さ73m）

❸第四音更川橋梁
　  （1936年 長さ91m）

❶第三音更川橋梁
　  （1936年 長さ71m）

勇川橋梁
（1936年 長さ4m）

糠平第一陸橋
（1955年 長さ47m）

下の沢陸橋
（1955年 長さ47m）

中の沢陸橋
（1955年 長さ50m）

❹上士幌町鉄道資料館

❺ひがし大雪自然館

糠平川橋梁
（1955年 長さ63m）

通行可

三の沢橋梁
（1955年 長さ40m）

通行可

五の沢橋梁
（1955年 長さ7m）

通行可 タウシュベツ展望台

音更トンネル

❻タウシュベツ川橋梁
　  （1937年 長さ130m）

❼旧幌加駅

北海道開発局
幌加除雪ステーション

❽第五音更川橋梁
　  （1938年 長さ109m）

❾第六音更川橋梁
　  （1938年 長さ96m）

十三の沢橋梁
（1938年 長さ58m）

国道273号
その他の道路
北海道自然歩道

旧士幌線

アーチ橋

登録有形文化財

駐車スペース

トイレのある施設

国道273号

ひがし大雪アーチ橋ガイドマップひがし大雪アーチ橋ガイドマップ
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せ
る
。
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
こ
の
貴
重
な
ア
ー
チ
橋
は
、
建

設
か
ら
70
年
以
上
経
ち
、
劣
化
が
目
立

つ
。
後
世
に
残
そ
う
と
、
友
の
会
が
中

心
と
な
っ
て
補
修
の
た
め
に
募
金
を
集

め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
行
政
と
協
働
し

て
、
友
の
会
を
は
じ
め
と
す
る
有
志
の

力
を
合
わ
せ
て
補
修
の
実
現
を
目
指
す
。

も
う
一
つ
は「
鉄
路
再
生
事
業
」。
鉄

道
資
料
館
横
の
線
路
跡
に
６
６
０
m
の

線
路
を
復
元
し
、
駅
名
標
や
信
号
機
を

設
置
し
た
。「
ひ
が
し
大
雪
高
原
鉄
道
」

と
し
て
ト
ロッ
コ
を
走
ら
せ
、
観
光
客
に

大
好
評
。友
の
会
は
、さ
ら
に
線
路
を
伸

ば
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

「
単
に
遺
構
と
し
て
守
っ
て
い
く
だ
け

で
は
な
く
、
上
士
幌
町
の
生
き
た
観
光
資
源
と

し
て
活
用
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き
た

い
」（
角つ

の
だ田
久
和 

友
の
会
事
務
局
長
）。

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る

「
上
士
幌
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」

観
光
資
源
に
恵
ま
れ
た
こ
の
町
で
も
、昭
和
30

年
に
ピ
ー
ク
だ
っ
た
人
口
は
年
々
減
少
傾
向
に

あ
り
、
ま
た
観
光
客
の
数
も
減
少
し
つ
つ
あ
っ
た
。

北
海
道
で
は
、
団
塊
世
代
が
退
職
後
に
第
二

の
故
郷
を
探
す
動
き
を
契
機
と
と
ら
え
、
平
成

17
年
に「
北
の
大
地
へ
の
移
住
促
進
事
業
」を
展

開
し
た
。上
士
幌
町
は
パ
ー
ト
ナ
ー
市
町
村
と
し

て
参
加
。
都
市
か
ら
の
人
的
誘
致
、
交
流
を
図

り
、
町
を
元
気
に
す
る
た
め
に
町
、
商
工
会
、
農

協
、
地
元
企
業
な
ど
が
協
力
し
、
現
在
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人「
上
士
幌
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」を
設
立
し
た
。

町
の
魅
力
は
、
都
市
型
の
ス
ピ
ー
ド
社
会
と

対
極
に
あ
る〝
ス
ロ
ー
タ
ウ
ン
”。
ゆ
っ
た
り
と
過

ご
せ
る
町
の
良
さ
を
最
大
限
に
活
か
す「
移
住
・

二
地
域
居
住
」を
提
案
し
て
い
る
。
ま
ず
、都
市

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
調
査
を
実
施
。
移

❷第二音更川陸橋
音更川の断崖絶壁に沿っ
た川を渡らない陸橋。

❶第三音更川橋梁
　（登録有形文化財）
昭和11年に日本で初め
て完成した径間30ｍを超
える鉄筋コンクリート鉄道
橋である。

ひがし大雪高原鉄道の
足踏みトロッコ
旧国鉄時代に使われていたものをJR 北
海道より譲り受け、7月～10月に有料
で運行。

❸第四音更川橋梁と
　角田事務局長　

❹上士幌町鉄道資料館
旧国鉄士幌線の資料を展示。士幌
線の運転席から撮影した当時の
貴重な映像が大型スクリーンで見
られる。4～10月開館。

❽第五音更川橋梁
　（登録有形文化財）
10ｍの無 筋コンクリート
アーチが連続し、音更川をま
たぐところには23ｍのアー
チが造られている。

❾第六音更川橋梁
　（登録有形文化財）
緩やかなカーブを描いている。

❺ひがし大雪自然館
平成25年５月１日にオープン。入館無料。

❼旧幌加駅
プラットホームとレールがあり、ポイントを
実際に動かすことができる。

手づくり郷
ふるさと

土賞とは
国土交通省では、地域の魅力や個性を創出してい
る良質な社会資本及びそれと関わりを持つ優れ
た地域活動を一体の成果として発掘し、大臣表彰
を行っています。好事例として広く紹介することに
より、各地の個性的で魅力ある郷土づくりに向け
た取り組みが一層推進されることを目指していま
す。現在、平成25年度「手づくり郷土賞」を募集
中です（平成25年9月2日まで）。



住
し
て
も
ら
う
に
は
、住
む
場
所
を
安
定
的
に
提

供
す
る
ほ
か
、
滞
在
中
の
生
活
や
観
光
に
関
す

る
情
報
、
相
談
窓
口
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
が

分
か
っ
た
。

今
で
は
、
上
士
幌
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
、
移
住

相
談
か
ら
町
の
観
光
案
内
、
特
産
品
の
展
示
販

売
な
ど
の
情
報
発
信
を
一
手
に
行
う「
か
み
し
ほ

ろ
情
報
館
」の
運
営
を
行
う
。
窓
口
を
一
本
化
す

る
こ
と
で
、
相
談
し
や
す
く
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
ス
ム
ー
ズ
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
、
移
住
者
が
孤
立
し
な

い
よ
う
心
配
り
も
忘
れ
な
い
。
仲
間
同
士
の
集

ま
り
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
る
な

ど
、
交
流
を
欠
か
さ
な
い
。
ま
た
、
移
住
に
先

立
ち
、
実
際
に
町
で
の
生
活
を
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
で

体
験
し
て
も
ら
う「
ち
ょっ
と
暮
ら
し（
生
活
体
験

モ
ニ
タ
ー
）」の
受
入
れ
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の

モ
ニ
タ
ー
の
体
験
者
も
近
況
報
告
に
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
を
訪
れ
た
り
、
と
交
流
は
続
い
て
い
る
。
平

成
25
年
度
の
モ
ニ
タ
ー
応
募
数
も
順
調
に
伸
び

て
い
て
、６
月
時
点
で
27
組
56
名
の
予
約
に
、
町

と
し
て
は
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

担
当
の
川
村
昌
代
さ
ん
ご
自
身
は
上
士
幌

町
出
身
。
20
年
近
く
町
を
離
れ
た
こ
と
で
、
上

士
幌
を
客
観
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
う
。

「
外
に
出
て
町
の
良
い
面
も
そ
う
で
な
い
面
も

分
か
り
ま
し
た
。町
の
人
た
ち
が
住
み
や
す
く
て

笑
顔
な
ら
、訪
れ
る
人
た
ち
も
良
い
町
だ
と
思
っ

て
く
れ
る
と
信
じ
て
、
人
と
人
と
が
つ
な
が
る
お

手
伝
い
を
楽
し
み
な
が
ら
し
て
い
ま
す
」。
川
村

さ
ん
は
町
役
場
の
職
員
や
町
民
か
ら
も
慕
わ
れ

る
存
在
だ
。

実
際
に
大
阪
と
二
地
域
居
住
を
し
て
い
る
佐

田
さ
ん
ご
夫
妻
は「
上
士
幌
町
は
人
が
温
か
く
、

と
て
も
住
み
や
す
い
町
で
す
」と
語
る
。

人
の
交
流
で
町
を
元
気
に

上
士
幌
町
は「
住
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
力
を
入
れ
て
き
た
。住
民
が
こ
の
町
に
愛
着
を

持
つ
こ
と
で
元
気
な
町
を
創
り
出
す
。
移
住
者

自
身
に
も
住
民
の
一
人
と
し
て
、ま
ち
づ
く
り
に

参
画
で
き
る
環
境
を
整
え
つ
つ
あ
る
。

住
民
一
人
ひ
と
り
が
行
政
と
一
緒
に
な
っ
て
、

自
分
た
ち
の
力
で
、
10
年
20
年
先
に「
住
ん
で
い

て
よ
か
っ
た
」と
思
え
る
町
に
し
て
い
く
の
だ
。
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二地域居住とは
都市住民が農山漁村などの地方部にも同時に生活
拠点を持つこと。国土交通省では、多様な人口形態
に視点を置き、地方部への人の誘致・移動を推進す
ることを目的に、総合的な情報提供体制の整備や普
及活動を実施しています。

上士幌町はフェイスブックやブログサイトを運営し、人々との交流に役立てている。
かみしほろん .com（ブログサイト）
http://www.kamishihoron.com/

上士幌町フェイスブック
https://www.facebook.com/kamishihorotown

ほろんちゃん　上士幌町のゆるキャラ。ご当地キャラ総選挙2013にエントリーされました！

上士幌コンシェルジュ川村さん（中央）と
二地域居住をしている佐田さんご夫妻

生活体験モニター用の
モデルハウス１号棟
必要最低限の生活備品付き。

第40回北海道バルーンフェスティバル
平成25年は８月８日（木）～８月11日（日）の４日

間開催。上士幌町 航空公園にて。

かみしほろ情報館
上士幌町の総合案内所。

ぬかびら源泉郷　大雪山国立公園と糠平湖に囲まれ
た静かで雄大な自然を感じられる温泉地。源泉掛け流しの温
泉を楽しめると人気。冬はすぐ近くのスキー場へ！

中村屋  朝、地元上士幌町の「十
勝しんむら牧場」の牛乳を部屋の前
に届けてくれる気配りがうれしい。

上士幌で採れた山
菜、豆、じゃがいも
などを使った朝食。

若女将ご夫妻と犬の
あずきちゃん。

「生活体験を通じて、上士幌町を気に入ってくれたらうれしいです」 （川
村さん）。佐田さんの奥様は近くで採れる山菜でのお料理が得意。

お知らせ
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MLIT レポート

北
海
道
開
発
局
で
は
、北

海
道
各
地
で
取
り
組
む
住

民
主
体
の
地
域
活
動
を
支

援
し
、
農
山
漁
村
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、平
成

13
年
か
ら「
わ
が
村
は
美
し
く
ー
北
海
道
」

運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。「
景
観
」「
地
域

特
産
物
」「
人
の
交
流
」を
３
つ
の
大
き
な
柱

と
し
て
い
ま
す
。

運
動
の
一
環
と
し
て
、平
成
14
年
か
ら
２

年
に
１
度
、
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
北
海
道
内
各
地
で〝
わ
が
村
”の
魅
力

と
活
力
を
高
め
よ
う
と
す
る
地
域
住
民（
団

体
）の
努
力
と
行
動
に
光
を
当
て
、
全
国
に

伝
え
る
と
と
も
に
、活
動
を
支
援
し
波
及
さ

せ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
の
新
た
な
発

展
を
目
指
す
も
の
で
す
。

こ
の
運
動
を
通
じ
て
、北
海
道
に
あ
る
た

く
さ
ん
の「
い
い
も
の
」を
で
き
る
だ
け
多
く

の
人
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〝
わ
が
村
”の
小
さ
な
取
り
組
み
が
、
北

海
道
の
豊
か
な
未
来
を
築
き
ま
す
！

本
運
動
に
関
す
る
情
報
や
地
域
活
性
化

に
関
す
る
情
報
を
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
で
も
配
信
し
て
い
ま
す
。

Reporter
北海道開発局

帯広開発建設部
土地改良情報対策官

成田 敏彦

北海道
全国各地で働く国土交通省職員が地元を紹介！

●第6回（平成24年度）コンクール優秀賞受賞団体（順不同）

検索 「わが村は美しく－北海道」運動　http://www.hkd.mlit.go.jp/zigyoka/z_nogyo/wagamura/
facebook『「わが村は美しく－北海道」みんなのページ』　https://www.facebook.com/wagamura

①「恵庭農畜産物直売所
　かのな（花野菜）」
　運営協議会

②八雲町もち米消費拡大
　推進協議会

③米－１グランプリin
　らんこし 実行委員会

④東鷹栖食品加工販売
　協議会

⑤有限会社
　多田農園

⑥平取町農業協同組合
　青年部

⑦ハーブンマージュ ⑧北海道更別農業高等学校
　加工分会 A

⑨ところよめさんねっと
　わーく・さくらちゃん

⑩上斜里フラワーロード
　推進協議会

「わが村は美しく－北
海道」運動ロゴマーク

⑪白滝じゃが
　生産部会
　加工班

⑫南留萌・麦で地域を
　チェンジする会

⑬モーモーみるく倶楽部 ⑭とよかんべつ交流大学


